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八
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十
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年
の
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濟
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新
原
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』

初
版
の
表
題
頁
を
寫
眞
版
と
し
て
棉
入
す
る

こ
と
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現
代
の
理
論
經
濟
學
界
は
何
人
で
も
指
摘
ず

.る
通
り
、
立
：場
：を
そ
れ
々
異
に
す
る
多
數

(0
.擧
苕
が
、'或
は
新
說(0
提
唱
に
.於
て
、

. 

或
は
舊
說
の
修:|
[
1な
り
改
革
な
り
に
於
て
：互
：に
：異
な

0
た

意

見

を
::
1

4
し
て
居
0
て
、
支
配
的
と
認
め
ら
れ
る
程
の
.有

カ

.
な

學

說

は

容 

易
に
之
を
見
出
し
雛
い
狀
態
：に
在

.る
。
：_

に

紹

介

ず

る

士

，
ン

.ラ
ッ
ド
，も
亦
、
擧
界

せ
ん
こ
と
を
期
し
た
者
の
一
人
で
.あ
；る
:0
：
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i

-
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w
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-

#
序
文
：に
記
す
所
：に
依
れ
ば
、

'彼
«
從
來
經
濟
學.の
迆
歩
.を
妨

げ

て

居

：た

.重

.大
な
る
_
謹
か
ら
之
.を
救
..
は
1

試
み
た
の
で 

重
大
：な
る
誤
謬
とほ
、
.勞

働

、
：
：
土
，
地

.及
^
資
本
.：©
:ニ
：
生

產

；

^

¥

:$>
0
^̂
^コ̂

-V
ラ
キ
ド
に
依
れ
ば
、
：
從
來
經
濟
學
の
、知
識
が
爾
餘 

の
.學
問
程J 

に
普
及
し.な
い
0
'は
實
：に
：：
1
0に
#
之
が
爲
戈
あ
：り
、
。其
結
果
抹
更
に
實
際
的
經
濟
政
策
に
對
し
て
す
ら

殆
ど
影
響 

を
及
す
を
得
ざ
る
狀
碧
齎
ら̂た
^
で

あ

る:0
?
-'
'
,
:

:
:コ

ン

、

.ラ
ッ

ド

は

先

.づ
第

1

'.
に

經

濟

の

惫

義

.を
明

：に

す

る0
:缺
が

カ

を

强

め.て
說
く.所
は
、

經
濟

.が
人

間

の

行

爲

で

あ

る

占

^

然
か
.も

欲

：望

滿

足

：
の

辑

に

す

る

：
行

爲

で

あ

る

と

い

：

4
で
と
：''
1
?あ
る
パ
而
し̂

手
段
を
ば
經
濟o
對
象
と
呼
：巧

之

に

對_し

て

入

間

ル

經

濟

の

：
生

^:
;
で
あ
ー
る
0
;>[
•
墀
.の
手
段
郞
ち
財
貨
の
生
產
使
用
を
爲
す
も
の
は

®

オ

ッ

ト

！
コ

ン

ラ

ッ

ド

著

フ

經

濟

學

の

死

罪

1-
'

, 

ニ
i
 

.

(

八

六

迕



オ
タ
ト
i

n

ン
ラ
グ
.

ド
著
”

經
濟
擧
の
.

死
罪」

r

s

へ
ル
七
0 -〕 

く
ま
で
も
人
間
で
：あ
り
、
財
貨
は
、.

：土
地
で
も
資
本
で
: ?
>

總
て
督
人
間
の
.

支
配
を
受
け
る「

經
濟
の
對
歲』

.

に
過
ぎ
な
い
。

斯
る
解
釋
.は
如
何
な
る
結
論
を
生
む
か
と
い
ふ
に
>
/
財
貨
の
生
産
，に
於
て
，生
產
的
給
付
を
爲
す
も
の
は
.其
生
.産

に

參

加

せ

'
る

人

間

の 

行

货

即

ち

勞

働

「

の
：
み

で

：
あ

つ

て

>
1
:

般

の

生

產

：
雲

素

說

に

；
於

て

考

，
へ

ら

る

、
如

^

其

_

:

に

必

耍

璧

-±

地
及
び
資
本
は
何
锥
給 

利
を
爲
す
.も
の
で
.は

無

いAs
ふ
の
で
'あ

，

窺

し

「

生

產

と

は

一

つQ

行
爲
で
あ
り
、
坐
命
な
き
唐
手
段
は
行
爲
を
演
ず
る
こ
と 

が
出
來
ず
"

從

つ

て

：
又
.何

等

の.證

給

付

を

果

す

こ

と

，
が

出

來

ぬ

.か

ら

で

あ

：
-
る

J
A
P
.
: 

■

し

て

，
：
土

地

及

.び

：
資

本

の

所

有

者

が

、

其

所

有

；
に
：
依 

U

報

償

で

も
.期
け
れ
ば
、
又
代
價
で
も
無
X

、
ぞ
れ
.
ぐ

：の
所
有
者
が
.其
利
用
を
許
可
す
る
其
許
可
に
對
し
て
，支
拂
は
れ
る
價
格 

な
の
で
あ
る
o

報
償
.で
'な
い
と
い
ふ
點
に
於
て
は
勞
働
賃
銀
|

樣
で
あ
る
0

賃
銀
と
は
勞
働
な
る
生
產
的
給
付
に
對
す
る
價
格
で
あ 

る
の
で
あ
.る
。
賃
銀
、
地
代
、
利
子
そ
れ
ぐ
が
報
償
.で
な
く
債
格
で
あ
る
：と
い
ふ
と
と
はn

シ
ラ
'ソ
K

の
大
に
カ
說
ず
る
沂
で
、
三 

耍
素
說
は
之
を
報
償
と
見
る
の
.誤
を
.犯
：せ
る
點
に
於
て
其
罪
萬
死
；.に
値
す
と
斷
ず
る
0 

'

ッ

コ
シ
ラ
ッ
ト
に
據
れ
.ば
ー
ヒ
坐
產
要
素
說
は
資
本
と
土
地
:̂

を
人
格
化
、
叉
は
勞
働
を
物
體
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
l-
t

三
要
素
が
經 

濟
上
同
等
の
資
格
に
於
て
生
產
的
絡
付
を
爲
し
、
其
給
付
の
效
果
に
對
す
る
報
償
と
し
て
、
そ
れ
^

^

賃
銀
•

利
子
及
び
地
^

が

其
所

 

有
紫
の
掌
中
に
受
領
せ
■ら
れ
る
と
馨
す
る
も
の
で
あ
る
。
.而
し
て
斯
る
霸
は
實
に
利
子
と
地
代
の
社
會
倫
理
的
是
認
を
主
張
す
る 

も
の
に
外
な
ら
ず
、
三
要
素
說
は
謂
は
ビ
有
產
者
の
利
益
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
コ
ン
.
ラ
：ッ.
ド
は
斷
定
す
る
。
個

人

的

沿

益

に

經
濟
學
說
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
程
重
き
罪
は
無
く
、
此
誤
り
の
.爲
に
、
.經
濟
學
の
進
歩
は
阻
害
さ
れ
、
經
濟
的
知
識
の
普
及
は
妨
げ
ら 

れ
、
其
實
際
的
應
/I
I

は
贫
弱
で
あ
る
.と
い
ふ
.
の
で
あ
る
。 

.

經
濟
學
の
^

ル
.カ
,

げ
ら
れ
た
一
つ
.
の
.供
と
し
て
、.
コ
.
ン.
ラ
ッ
デ
は
自
由
競
^

の
概
念
を
取
っ
て
.來
.る
.
0
.
.
:
自
由
競
爭
と
ほ
2

0

0
.生

產

要

素

が

自

由

：に

競

爭

に

.
參

加

す

る'こ

と
.'

換
言
す
れ
拭
契
約
及
'び
#

業
^̂ 

之
は
誤
つ 

た
解
釋
で
あ
つ
て
、
土
地
や
資
本
は
、
.
丁

度

そ

れ

が

生

產

や

消

費

を

行

へ

ぬ

：の

と

同

様

亡

競

爭

の

出

來

.る

も

：の

で

は

無
5

の
.
，で

あ

る

。 

競

爭

ず

る

：の
：は

人

間

：の

み

セ

：あ

：る

0
:
.然

か

も±

地

や

資

本

を

所

有

せ

：ぬ
，

.勞

働

者.は

、:.
:
地

主

衮

出
來
ぬ
_

の

で

あ

：
つ
：て

:'
?

自
曲
競
攀
の
«

は
れ
'

る
餘
地
は
唯
>

勞
働
行
爲
0

:

み
に
眼
ら
れ
る
も
0

と
言
'は
ね
ば 

地
主
及
び
企
業 

家
た
洛
職
業
は「

競
爭
制
限」

の
狀
態
0

下
に
莅
る
こ
と
.

に
爲
る
。

：

.

:

ゴ
；ン
.
ラ
.
：
ッ
：
ド
：
：
は

競

爭

制

眼

：
の

種

類

を

分

：
け

.て
'
四

.0

.

.と

す

：
る-'
?

^

^

れ

て

居

る

こ

と

で

、

土

地

：
が

.典

適

例

：
で

あ

：
る

；0
:

共
：

u

は
法
律
的
制
限
で
特
許
權
，
版
權
の
如
き
も
の
、

:

其
三
.は
人
爲
的
制
限
.で
力
ル
テ 

ル
や
ト
ラ
.
ス
ト
が
之
It
:

®

す

る

。

其

：
四

は

實

際

的

制

限

で

：
、

其

競

荦

參

加

の

，
爲

に

多

：

大
(D

資
本
を
要
す
る
如
き
も
の
で
、
競
爭
が
實
際 

上
經
濟
的
に
特
定
能
力
者
.の
み
に
限
.ら
れ
：て
居
.る
.場
合
を
い
ふ
。
此
等
の
制
限
は
現
代
に
廣
く
擴：

つ
：て
居
るQ

で
あ
つ
て
、
吾
々
は
今 

日
、.
自
由
競
爭
の
時
代
ょ
り
も
寧
：ろ
競
.

#
制

腺

の

時

代

：
に

住

む

ヤ

居

.る
0:
:で

あ

：
る

デ
&

#

制
限
の
事
實
を
無
視
す
る
三
要
素
論
は
、 

今
0
.
:も
尙
所
得
論
5:
:

ば
銃
.
1
的
に
說
明
ず
る
0
:と

が

出

來

な

：
い

で

、

：
そ

：
の

.；.
1

0ノ
、

：
に

就

V

補
綴
作
業
を
行
つ
て
居
る
.有
様
で
あ
り
、

. 

就
中
利
.乎
論
の
如
き
.は
未
だ
殆
ど
全
ぐ
之
を
解
決
し
て
：居
ら
ぬ
。
.

:

:

ヲ
ン
.

ラ
：>>
'

'

ド

忙

舞

ば
>

自
出
競
#

を

疆
>

^

る
市
場
は
勞
働
あ
る
の
.

み

：で

あ

：：
つ

で

; '
%

^

.

の

如

き

市

場

に

於

：
て

-

は

財

貨

の

債

格

.
： 

は

其

坐

產
»

用̂

る
：
勞

働

の
«

格

即

ち

賛

銀

と

'

ー

義

す

る

。

'
:

然

务

に'

生

產
.

に
'

必

要

：な

；
る

諸

手

段

：
の

佻 

合

ば

、
：：
財

貨

，

&

價
格
©

:

騰
貴
を
來
教
し
;:
'
:

.茲

.

に
：勞

働

費

用

以

：上

_

の
：利

得0

^

ド
の
所
謂
る
賃
子(

R
e

n
s

で
あ
る
.
0
,土

地
0
地
代
$

本
( 6
.
利
^

ば

實

に

、
、
此

不

勞

所

得

：た

；る

賃

子

：

に
.外
t

ぬ

の

で

：あ
.
つ

て

、

兴
 

發

生

は#

i

單

に

競̂

制

限

と.
5

ふ

事

實

：
に
_

;<
:

も
< 0

沒
6

セ
‘
あ
§
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:

^

ォ
、
ッ

ト

！

ー

ジ

ラ

ッ

ド

著

「

經

濟

擧

：
の

死

峁

」
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す
ト

i

ソ
I

醫
濟
：

翁

'

(

八
|

.
b
ン
ラ

，' ト
'は
之

に

|
|い
て
交
換

^

%
の

間

題

划

ち

：顏

格

纖

柳

0
.構

成

に

就

て

論

じ

て

居

る

が

ノ

之

說

明

は

彼

の

大

著
 

:o
e
r M

e

.^nls 

J
 

•
 

y
:-
l
e
h
r
s
,3
r
t
&
 ̂

|

應

の

理

解

を

必

要̂す

る

が

故

に

兹

に
'は
之

を

省

略.す
る
o.
最

後

に

彼

は

經

:濟

學

の

爾

烕

灌

震

並

杧

經

濟

理

赢

篇

識

|

_

|
者
|

|

;三
耍

素

說|

|

單
|

|

0
蹇

學

が

瑰

實0
經

濟

現

象

の

；說

明

杧

殆

ど

寒

無

能

裏

る

こ

：齊

M
に
又 

三
_

說

％
^
付

は

報

償

を

得

名
.と
：い

ー

ふ

給

付

原

豐

採

用

す

る

こ

士

，
勞

働

f

:l
-禅
や

資

木.

1
格

化

す

る

所

の

；機

械

的

經

濟

觀 

を
唱
導
す
る
こ
^
等

：を
論̂

る
0
:,.
:
-
:
此

等

：の

事

情

が

經

_

擧

の

發

達

を

妨

げ

共

權

威

を

冒

漬

し

て

居

る

と
い
ふ
0
で

あ
.る
。
例
へ
ば
マ
ル 

へ
 
>
:ス
：雲

說

が

與

幾

多

の

欠

點

：；

に

^

：拘

ら

ず

驚

噢

裘

解

し
.、
給

付

原

則

に

：反

對

し

て

麗

大

衆

'の
I

髮
：：

の
：興

味

；
■

べ

た
^

^

,:
■

コ
：シ
ラ
ッ
 

>一
の

斯

様

な

議

は

本

書

に

於

で

：始

て

稱

ベ

ち

.れ

た

も

沁
 

Rente)

を
著
し
て
以
來
、
へ|
丸

l 」
，

謹

「

價
格
論
め
_

と
ん
て
の
豪
的
價
値
論」：(Die :

L
f

 v
o
m

 

s
u
f
t
i
v
e
n

 W
e
r
t

 als

G
r
u
n
l
e

 der 

p

l

f
 
I襄
に
擧
げ
た
交
換
經
濟
s

f

1

R

彼
の
眞
意
を.理
解
す
る
爲
に.は
其
故「

に
此
等
：馨
書
を
讀
む
必
婆
が
あ
‘る
が
一
#

し
此
小
冊
子
に
於
て.其

：
大

體

の

頃

向

.を

窺

如

す

る

こ 

I

出

來

る

。::
,;
へ

「

所

で
1
彼

の

新

醫

果

し

て■

の
.理

論

的

混

亂

を

解

決

茗

路

甚

拓

す

る

秦

^

'
此
書
に
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